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三⾕恭之作成（⼤林太良編『《⺠族の世界史》6.
東南アジアの⺠族と歴史 』⼭川出版社, 1984）



カレン⼈ (Karen, Kayin)
カレン系⾔語を話す⼈々のう
ち、スゴー・カレン(Sgaw 
Karen)とポー・カレン(Pwo 
Karen)を中⼼とするグループ。
狭義にはこの2集団のみを含む
が、⽂脈によって揺れがあり、
より広い範囲を指すこともあ
る。
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(注）カレン⼈という概念の「揺れ」については、
加藤昌彦(2016)「ミャンマーの諸⺠族と諸⾔語」『ICD NEWS 

(法務省法務総合研究所国際協⼒部報) 』 69:8-26

を参照されたい。



カレン (Karen, Kayin)
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1995年初頭までカレン⺠族同盟(KNU)の総司令部があった
Manerplaw の⾵景 (1991年3⽉撮影)
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Manerplaw の横を流れる Moei川。⼿前はKNUが実効
⽀配していたミャンマー側。対岸はタイ領



本発表で扱う⽅⾔はEastern Pwoに属するHpa-an⽅⾔
12

ポー・カレン語の分布

ဘားအံ



仏教徒が使うポー・カレン⽂字(Eastern Pwoが使⽤)

13

Kato, Atsuhiko (forthcoming) Pwo Karen writing 
systems. Reports of the Keio Institute of Cultural 
and Linguistic Studies 52.



キリスト教徒が使うポー・カレン⽂字
(元は Eastern Pwo のために作られたが、現在はイラワジデルタの Western 
Pwo の⽂字として知られる)

Kato, Atsuhiko (forthcoming) Pwo Karen writing 
systems. Reports of the Keio Institute of Cultural 
and Linguistic Studies 52.
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レーケー教徒が使うポー・カレン⽂字 

※レーケー教(Leke)は弥勒菩薩を信仰する
カレン⼈独特の宗教。
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カレン州(Karen State)の州都パアン(Hpa-an ဘားအ ံ/phăʔàɴ/)。ポー・カレン語では /thəʔàɴ/
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1994年撮影。カレン州はブラックエリアだったため、この頃まで特別な許可がなければ⼊れなかった。
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ポー・カレン語の⾙葉
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ポー・カレン⽂字の夏期講習
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タイ側サンクラブリ郊外の⼭中のポー・カレン村



Syllable structure 
C1(C2)V1(V2)(C3)/(T) 
 
Tones 
 à [a11] low-level tone
 ā [a̤33~334] mid-level tone
 á [a55] high-level tone
 â [a51] falling tone 
 ә  atonic 
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Simple onsets (C1) 
 p θ t c k  ʔ
 ph  th ch kh   
 b  d     
    ɕ x  h
     ɣ ʁ  
 m  n ɲ ŋ   
 w   j    
   l     
   r     

 
/p-/ [p], /θ-/ [t̪~t̪θ~θ], /t-/ [t], /c-/ [tɕ], /k-/ [k], /ʔ-/ [ʔ], /ph-/ [pʰ], /th-/ [tʰ], /ch-/ [tɕʰ], /kh-/ [kʰ],
/b-/ [ɓ~ʔb], /d-/ [ɗ~ʔd~d], /ɕ-/ [ɕ~sʰ], /x-/ [x], /h-/ [h], /ɣ-/ [ɣ], /ʁ-/ [ʁ~ɦ], /m-/ [m], /n-/ [n],
/ɲ-/ [ɲ], /ŋ-/ [ŋ], /w-/ [w], /j-/ [j~ʝ], /l-/ [l], and /r-/ [r~ɹ] 

 
Possible combinations of initials (C1) and medials (C2) 
         C1            
  p θ t c k ʔ ph th ch kh b d x h m n ɲ j l 
 w + + + + + +  + + + + + + + + + + + +
C2 l +    +  +   + +    +     
 r +    +     +          
 j +      +    +    +    +
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Open rhymes 
Monophthongs Diphthongs 
 i ɨ ɯ  ai aʊ 
 i̱  ʊ    
 e ә o    
 ɛ a ɔ    

 
/-i/[ә̆i], /-ɨ/[ɨ], /-ɯ/[ɯ~ә̆ɯ], /-i̠/ [ɪ], /-ʊ/ [ʊ], /-e/ [e], /-ә/ [ә], /-o/ [o], /-ɛ/ [ɛ], /-a/ [ä],  
/-ɔ/ [ɔ], /-ai/ [äi], /-aʊ/ [äʊ]  

 

Nasalized rhymes 
Monophthongs Diphthongs 

(i̱ɴ)       
 әɴ oɴ  eiɴ әɯɴ oʊɴ 
 aɴ    aiɴ  

 

/-i̱ɴ/ [ɪɴ~ɪ]̃, /-әɴ/ [әɴ~ә͂], /-aɴ/ [ɑ̆ɔɴ~ɒ̃], /-oɴ/ [oɴ~õ], /-eiɴ/ [eiɴ~ei], /-әɯɴ/ [әɯɴ~әɯ],  
/-oʊɴ/ [oʊɴ~oʊ], /-aiɴ/ [äiɴ~äĩ] 

 



原⽥正春・⼤野徹(1979)『ビルマ語辞典』⽇本ビルマ⽂化協会
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語形成

 
phlɛ́phlɛ́ ‘速く’  <  phlɛ́ ‘速い’ 
ʔáʔá ‘たくさん’  <  ʔá ‘多い’ 
ɣì̱ɣì̱ ‘上手に’   <  ɣì̱ ‘多い’ 
xɯ̂xɯ̂xàɴxàɴ ‘団結して’  <  xɯ̂xàɴ ‘団結した’ 
 

複合

重複

品詞としては、名詞・動詞・副詞・助詞・感嘆詞を設定する。形態論レベルの⼿続きには、複合・重複・
接辞付加の3つがある。

 
● N+N  >  N 
 mé ‘目’ + thî ‘水’  >  méthî ‘涙’ 
● N+V  >  N 
 lái ‘文字’ + pɔ̄ ‘読む’  >  láipɔ̄ ‘教科書’ 
● V+V  >  V 
 ɕɯ́ ‘涼しい’ + máʊ ‘心地良い’  >  ɕɯ́máʊ ‘幸福な’ 
● N+V  >  V 
 nā ‘耳’ + ɣә̂ɴ ‘聞こえる’  >  nāɣә̂ɴ ‘聞こえる’  
● V+N  >  V 
 kè ‘書く’ + pәrә̂ɴ ‘消息’  >  kèpәrә̂ɴ ‘(手紙を)書く’ 
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接辞付加 ● ʔә- 
 ʔәkhʊ̄ ‘熱いもの’  <   ʔә- + khʊ̄ ‘熱い’ 
 ʔәdà ‘敷物’  <  ʔә- + dà ‘広げる’ 
 ʔәθá ‘果物’  <  ʔә- + θá ‘実がなる’ 
 ʔәʔwà ‘白’  <  ʔә- + ʔwà ‘be white’ 
 ʔәkhʊ́ ‘屋根’  <  ʔә- + khʊ́ ‘頭’ 
● chә-    <  chә̄ ‘事、物’ 
 chәkhʊ̄ ‘熱さ’  <  chә- + khʊ̄ ‘熱い’ 
 chәdóɴ ‘囲い’  <  chә- + dóɴ ‘囲う’ 
 chәmà ‘仕事’  <  chә- + mà ‘する’ 
 chәʔɛ́ ‘愛情’  <  chә- + ʔɛ́ ‘愛する’ 
 chәɣàɴ ‘絵、人形’  <  chә- + ɣàɴ ‘姿’ 
● -phʊ́    <  phʊ́ ‘子’ 
 tәwâɴphʊ́ ‘村人’  <  tәwâɴ ‘村’ + -phʊ́ 

Cf. Kato, Atsuhiko (2019) Pwo Karen. In Vittrant, Alice 
and Justin Watkins (eds.) The Mainland Southeast 
Asia Linguistic Area, pp. 131-175. Berlin: De 
Gruyter Mouton.
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(ア) (NP1) (verb particle(s)) V (verb particle(s)) (NP2) (NP3) (adverbial elements) 

  verb complex    

 

 
(イ) nә mә ʔáɴ bá kʊ́ ʔáʔá lә́ jә ɣéiɴ phә̀ɴ ɕī̱ 

 2SG IRR 食う (機会) 菓子 沢山 LOC 1SG 家 中 too 
 「あなたは私の家でたくさん菓子が食べられますよ」 

 

基本語順はSVO。⼀つの動詞からなる節の構造は、(ア)のように図⽰で
きる。⼆項他動詞の場合、典型的にはNP1が動作者でNP2が被動者。三
項動詞の場合、典型的にはNP1が動作者、NP2が受領者、NP3が対象。
adverbial elementsには、副詞、側置詞句、副助詞などが含まれる。

IRR: ⾮現実法
LOC: 場所（地点・着点・起点）を表す側置助詞(前置詞)

節の構造
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●動詞 (V)の位置には、(ウ)(エ)のような連結型動詞連続(concatenated-
type verb serialization)が現れ得る。この構造では、(エ)のような「他動
詞+⾃動詞」の組み合わせのとき、V1の⽬的語項とV2の主語項が同⼀に
なる。それ以外の場合、V1とV2の主語項は常に同⼀である。
●前ページ(ア)の構造の後には、さらに動詞が現れ得る。これを分離型
動詞連続(separated-type verb serialization)と呼ぶ。分離型動詞連続の
V2は、(オ)のようにV1が表す動作の意図せぬ結果を表す場合と、(カ)の
ように可能を表す場合とがある。

 
(ウ) jә ʔáɴphôɴ ʔáɴ θә̂ɴ thòjá    
 1SG 炊く 食べる おかず 豚肉    
 「私は豚肉のおかずを作って食べた」 

 
(エ) jә dʊ́ θî phɯ̀thâɴ  
 1SG 叩く 死ぬ 熊  
 「私は熊を殴り殺した」 

 
(オ) jә ʔáɴ mì̱ blɛ̀ jàʊ   
 1SG 食べる ご飯 満腹な (完了)   
 「私はご飯を食べて満腹になった」 

 
(カ) jә nâɴ kā θí̱  
 1SG 運転する 車 できる  
 「私は車を運転することができる」 
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切断を表す動詞
dáɴ ナイフ等で垂直に切る

phé ナイフや斧で⽔平に切る

kàʊ ナイフ等を引いて切る

thái ハサミで切る

kәtài ノコギリで切る

klóɴ 鉈(なた)等で⼒を込めて切る

xâɴ 薄くスライスする

θwâɴ (⻑い⼑をビュンビュン振り回して雑草等を)切る
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(ア) phé thé θéiɴ
 切る 切れる 木 
 「木を切る」 

 
(イ) phé θî thʊ́kò  
 切る 死ぬ サイチョウ  
 「サイチョウを切り殺す」 

 
(ウ) phjā ljâɴ thài nɔ́ pә bá phé pràɴ 
 僧院 敷地 下 TOP 1PL must 切る きれいな
 「僧院の境内は(草を刈って)きれいにしなければならない」 

 
(エ) jә phé θí̱ kò mèiɴ dè    
 1SG 切る できる every 種 every    
 「私は何でも切ることができる」 

 

切られる対象に⽣じる結果が明かな場合、(ア)(イ)(ウ)のように、V1(tr.) 
+ V2(intr.)という組み合わせの動詞連続を⽤い、当該の結果をV2で表す
ことが多い。この「結果」は動作者によって⽬論まれた結果である。
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洗浄を表す動詞

(ʔáɴ)θîjà ⼿、⾜、⽫、その他を

ʔáɴchɯ̂jwà 服を

ʔáɴphlɯ̄ 頭を

phlā 顔を

ʔáɴlɯ̄ thî ⽔浴びする。thî は「⽔」。

注：第1⾳節が ʔáɴ で始まる動詞がポー・カレン語には多い。ʔáɴ は単独では「⾷べ
る」の意を表す。元々は何らかの機能を担っていたと考えられるが、化⽯化してい
る。最初の例のように ʔáɴ があってもなくてもよい動詞もある。他のカレン系諸⾔語
にも「⾷べる」と同⾳の⾳節で始まる動詞がポー・カレン語ほどではないが散⾒され
るので、おそらくカレン祖語に、動詞の前に「⾷べる」の意を表す動詞を置いて何ら
かの意味を表す⽤法が存在したのだろう。他に、ʔáɴxɯ̂「探す」、ʔáɴmànī̱「取る」、
ʔáɴlá「叱る」、ʔáɴɣɯ́「盗む」、ʔáɴbɯ́「育てる」、ʔáɴlɯ̂「⼲す」、ʔáɴnàɴ「分け
る」、ʔáɴchâ「売る」、ʔáɴcà「尋ねる」、ʔáɴbò「(⾍が)たかる」、ʔáɴkɔ́「⾮難す
る」、ʔáɴkèiɴ「頼む」、ʔáɴmә̂ɴ「命令する」等々。

Cf. 春⽇淳(2018)「ベトナム語の動詞ăn「⾷べる」に他の動詞が
複合したăn + V の意味と機能について」慶應義塾⼤学東南
アジア諸⾔語研究会における発表.
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「運搬」に関わる動詞

chó ⼿や腕で持ち上げる；⼿や腕で保持する
(⼀般的な運搬にも使われる)

jò 肩に担ぐ；肩で保持する

tàɴ 頭の上に載せる；頭の上で保持する

phɯ́ 背負う；背中に保持する

ʔwí
⻑い紐のついた物を頭にぶらさげる；頭にぶらさ
げたまま保持する（典型的には nàiɴ「提げ籠」を
運ぶ時に使う）

chwâiɴ ⻑い紐のついた物を肩にぶらさげる；肩にぶらさ
げたまま保持する。

phәdɨ̀ ⾈、⽜⾞、トラック等に載せる；載せて保持する。

phòʊɴɣôʊɴ 抱える；抱えて保持する
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前ページに⽰した運搬に関わる動詞は、意味的に移動を含ま
ない。したがって、(オ)は不可。着点を表す名詞を節内に導
⼊するには、(ア)−(エ)のように、移動を表す動詞を共起さ
せる必要がある。

※「家の中で薪を持ち上げる」の意なら可

(ア) ɣɛ̂ chó θéiɴmɯ̄ lә́ ɣéiɴ phә̀ɴ 
 来る 持ち上げる 薪 LOC 家 中 
 「薪を家の中に運んで来てください」 

 
(イ) lì̱ chó θéiɴmɯ̄ lә́ ɣéiɴ phә̀ɴ 
 行く 持ち上げる 薪 LOC 家 中 
 「薪を家の中に運んで行ってください」 

 
(ウ) thàiɴ chó θéiɴmɯ̄ lә́ ɣéiɴ phә̀ɴ 
 来る 持ち上げる 薪 LOC 家 中 
 「薪を家の中に持ち帰ってください」 

 
(エ) ɣɛ̂ thàiɴ chó θéiɴmɯ̄ lә́ ɣéiɴ phә̀ɴ
 来る 帰る 持ち上げる 薪 LOC 家 中 
 「薪を家の中に持ち帰って来てください」 

 
(オ) *chó θéiɴmɯ̄ lә́ ɣéiɴ phә̀ɴ    
 持ち上げる 薪 LOC 家 中    
 意図した意味：「薪を家の中に運んでください」 
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(ア) ʔәwê ʔɔ́ lә́ thәʔàɴ   
 3SG いる LOC パアン   
 「彼はパアンにいる」 

 

 
(イ) ʔәwê lì̱ lә́ thәʔàɴ   
 3SG 行く LOC パアン   
 「彼はパアンに行く」「彼はパアンから行く」

 

 
(ウ) ʔәwê ɣɛ̂ lә́ thәʔàɴ   
 3SG 来る LOC パアン   
 「彼はパアンに来る」「彼はパアンから来る」

 

場所の表し⽅
前置詞 lә́ は、地点・着点・起点のいずれをも表す。(ア)は場所として

の解釈のみ可能だが、(イ)や(ウ)のように移動を表す動詞と共に現れた場
合、着点・起点のいずれの読みも可能 (ただし、(イ)は着点として解され
ることが多いようである)。



44

 
(エ) ʔәwê ɣɛ̂ lә́ thәʔàɴ jò   
 3SG 来る LOC パアン この   
 「彼はパアンに来た」 

 

 
(オ) ʔәwê ɣɛ̂ lә́ thәʔàɴ ʔò   
 3SG 来る LOC パアン あの   
 「彼はパアンから来た」 

 

着点・起点の解釈を容易にするため、次のように、jò「この」・ʔò
「あの」を名詞の後に置くことがよくある。
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(カ) ʔәwê ʔɔ́ lә́ thәʔàɴ (ɣòɴ), lì̱  
 3SG いる LOC パアン ～して 行く  
 「彼はパアンから行った」 

 

 
(キ) ʔәwê ʔɔ́ lә́ thәʔàɴ (ɣòɴ), lì̱ lә́ lәkōʊɴ 
 3SG いる LOC パアン ～して 行く LOC ヤンゴン
 「彼はパアンからヤンゴンに行った」 

 

さらに、次の(カ)(キ)のように、2つの節を⽤いると、明確に起点と着点
を表すことができる。これらは⽂字通りには、「彼はパアンにいて、そ
れから⾏った」「彼はパアンにいて、それからヤンゴンに⾏った」を意
味する。「ʔɔ́ lә́ A地点 (ɣòɴ), 移動動詞 (lә́ B地点)」が「Aから(Bへ)⾏く／
来る」を表す定型表現になっている。

Cf. 加藤昌彦(2010)「ポー・カレン語の「格」」澤⽥英夫(編)『チ
ベット=ビルマ系⾔語の⽂法現象1: 格とその周辺』pp. 311-
330. 東京外国語⼤学アジア・アフリカ⾔語⽂化研究所.
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⾊彩を表す動詞
Cf. ʔəjôɴ「⾊」 < Burmese ʔăyàuɴ

ʔwà ⽩い

θә̂ɴ ⿊い

ɣɔ̀ (wɔ̀) ⾚い

bàɴ ⻩⾊い

jî̱ 緑⾊の

pjàʊ (灰⾊っぽい⾊や茶⾊っぽい⾊を含む)くすんだ⾊の

lâ ⻘い

làʊ ? 茶⾊い Cf. xà ?

※下2つ(lâ「⻘い」とlàʊ「茶⾊い」)は対⾯調査では出てきにくい。
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調理に関する動作を表す動詞
ʔáɴphôɴ (⽶を)炊く；料理する

ʔáɴxwī 煮る

tōʊɴ トロトロに煮込む Cf. Mon tom, Thai tôm

ʔáɴxʊ́ あぶる

ʔáɴká 焼く

ʔáɴxwī ゆでる

ʔáɴwé 煎る

ʔáɴxâiɴ いぶす

cɔ̂ 炒める、揚げる < Burmese cɔ̀

ʔáɴchè 炒める、揚げる (あまり使われない)

ʔáɴɣôʊɴ 蒸す

ʔáɴbә̀ɴ (⿂や餅⽶を)⽊の葉に包んで蒸し焼きにする

dòɴ ⽕にかける
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味を表す動詞
Cf. ʔəljɔ̄ , ʔəljɔ̄θâ「味」 < Mon ǹǺ် [ròh], ǹǺ်သာ [ròhsa] < Pali rasa
 モン語形式は、坂本恭章(1994)『モン語辞典』(AA研)に拠る

chә̂ɴ ⽢い

ɣâɴ 塩⾟い

ɣɛ́ ⾟い

cháiɴ 酸っぱい

khá 苦い

kài 渋い

ʔwí おいしい

ʔwíθʊ́ コクがあっておいしい  < ʔwí 美味な + θʊ́ 油

ʔwíchә̂ɴ ⽢くておいしい  < ʔwí 美味な + chә̂ɴ ⽢い

chә̂ɴkhléiɴ ⽢くて冷たい < chә̂ɴ ⽢い + khléiɴ 冷たい
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きょうだいを表す名詞

wɛ̄khwâ 兄（wɛ̄「年上のきょうだい」+ -khwâ「男」）

wɛ̄mɯ́ 姉（wɛ̄「年上のきょうだい」+ -mɯ́「⼥」）

phɯ̄khwâ 弟（phɯ̄「年下のきょうだい」+ -khwâ「男」）

phɯ̄mɯ́ 妹（phɯ̄「年下のきょうだい」+ -mɯ́「⼥」）

Cf. ʔәkhwâ「男」
ʔәmɯ́  「⼥」
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⽇⽉⾷
ポー・カレン語には chə「物」を主語位置に置く⾮
⼈称構⽂(impersonal construction)がある。⾃然現
象にはこの⾮⼈称構⽂を⽤いて表されるものが少な
くない。(スゴー・カレン語も同様)

⽉⾷が起きる chə   ʔáɴjɯ̄         là
物     飲み込む  ⽉

⽇⾷が起きる chə   ʔáɴjɯ̄         mɯ̄mé
物     飲み込む  太陽

Cf.

⾬が降る chə   chә̀ɴ
物     (⾬が)降る

暑い chə   khʊ̄
物     暑い

埃っぽい chə   khɯ́
物     煙る

雷が光る lâɴ    wɛ̄dài
雷     稲光がする

Kato, Atsuhiko (forthcoming) Impersonal construction with the noun 
‘thing’ in subject position in Pwo Karen. In Norihiko Hayashi (ed.) 
Topics in Middle Mekong Linguistics (2). Kobe: Kobe City 
University of Foreign Studies.
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inchoative (⾃動詞) causative (他動詞) 対応の種類
1. boil khʊ̄ tháɴ mà khʊ̄ tháɴ C

2. freeze khʊ́lóɴ mà khʊ́lóɴ C

3. dry xâiɴ mà xâiɴ C

4. wake up nɔ́ tháɴ mà nɔ́ tháɴ C

5. go out/put out cáiɴ tháɴ (go outside)
làɴphái (as fire)

thàʊ tháɴ (put out side)
mà làɴphái (as fire)

S
C

6. sink làɴbә̀ɴ bә̀ɴ làɴ E

7. learn/teach màlʊ́ màlʊ́ L

8. melt phlī mà phlī C

9. stop pətháʊ mà pәtháʊ C

10. turn ʔɯ̀tərài mà ʔɯ̀tәrài C

11. dissolve phlī mà phlī C

12. burn khʊ̄ɣʊ́ mà khʊ̄ɣʊ́ C

13. destroy ɣàɣòɴ mà ɣàɣòɴ C

14. fill xwè mà xwè C

15. finish ɣòɴ mà ɣòɴ C

16. begin tài tháɴ tài tháɴ L

17. spread lɛ̄ tháɴ mà lɛ̄ tháɴ C

18. roll làɴkhlēiɴ (θà) khlēiɴ E

19. develop dʊ́ tháɴ mà dʊ́ tháɴ C

20. get lost/ lose làɴmā mà làɴmā C

21. rise/raise tháɴ bò tháɴ C

22. improve ɣì̱ tháɴ mà ɣì̱ tháɴ C

23. rock wàthʊ́ mà wàthʊ́ C

24. connect bàʊ thò bàʊ C

25. change ʔáɴlɛ̀ θà ʔáɴlɛ̀ A

26. gather pәkòʊɴ θà pəkòʊɴ A

27. open pàʊ tháɴ θà pàʊ tháɴ A

28. break ɣàɣòɴ mà ɣàɣòɴ C

29. close bài khà bài C

30. split théphà mà théphà C

31. die/kill θî mà θî C

C = causative alternation
自動詞が基本 (太字で表示)

A = anticausative alternation
他動詞が基本 (太字で表示)

E = equipollent alternation
自他ともに同じ語幹から派生

S = suppletive alternation
自他動詞の形が無関係

L = labile alternation
自他動詞が同形

Haspelmath, Martin (1993) More on the typology 
of inchoative/causative verb alternations. (In) 
Bernard Comrie & Maria Polinsky (eds.) 
Causatives and Transitivity, pp. 87-120 
Amsterdam/Philadelphia: John Benjamins 
Publishing Company.

Kato, Atsuhiko (2019) The middle marker in Pwo 
Karen. Reports of the Keio Institute of Cultural 
and Linguistic Studies 50, pp. 21‒62.

Haspelmath (1993)の⾃他動詞31対
に対応するポー・カレン語

⾃他対応
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(ア) já xâiɴ 
 魚 乾く 
 「魚が乾いた」 

 
(イ) jә mà xâiɴ já
 1SG CAUS 乾く 魚
 「私は干し魚を作った」(CAUS: 使役助詞)

 

 
(ウ) pàiɴtәrâɴ pàʊ tháɴ θà   
 窓 あける up MID   
 「窓があいた」(MID: 中動態標識) 

 
(エ) jә pàʊ tháɴ pàiɴtәrâɴ   
 1SG あける up 窓   
 「私は窓をあけた」 

 

Causative alternationの例

Anticausative alternationの例
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「好む」の表し⽅ ------ ⼀筋縄ではいかない

 
(ア) ɕáphàɴ ʔɛ́ phɔ̂ɕɯ́   
 (人名) 愛する (人名)   
 「シャーパウンはポーシューのことが好きだ」

 

⼈間を愛する感情は動詞 ʔɛ́ を⽤いて表す。

 
(イ) jә ʔáɴ θә̂ɴ thòjá ʔwí    
 1SG 食べる おかず 豚肉 おいしい    
 「私は豚肉のおかずが好きだ」 

 
(ウ) jә jʊ̄phә̀ɴ chәɣàɴmә̂ɴ máʊ    
 1SG 見る 映画 心地良い    
 「私は映画を見るのが好きだ」 

 
(エ) chәkhléiɴ nɔ́ jә cái ʔé   
 寒さ TOP 1SG 好む NEG   
 「私は寒いのが好きではない」(cái < Burmese caiʔ) 

 
(エ´) chәkhléiɴ nɔ́ jә ʔɛ́ pәθài ʔé  
 寒さ TOP 1SG 愛する あまり NEG  
 「私は寒さをあまり愛さない」 

 

物が好きな場合には表現に⼯夫が必要。
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においを表す動詞の多さ
動詞 語構成
nə̂ɴ 「におう」 ----------

nə̂ɴmə̂ɴ「⾹ばしい」 nә̂ɴ + mә̂ɴ「⽣きている」

nə̂ɴʔɯ́「腐臭がする」 nә̂ɴ + ʔɯ́「腐った」

nə̂ɴcháiɴ「すっぱいにおいがする」 nә̂ɴ + cháiɴ「すっぱい」
nə̂ɴkáiɴ「⾹ばしい」 nә̂ɴ + káiɴ「？」
nə̂ɴxʊ́「こげくさい」 nә̂ɴ + xʊ́「< ʔáɴxʊ́ 焙る」 Cf. Burmese hɲɔ̀

nə̂ɴphâiɴ「泥くさい、どぶくさい」 nә̂ɴ + phâiɴ「？」
nə̂ɴʔàʊ「刺激臭がする」 nә̂ɴ + ʔàʊ「？」
nə̂ɴphə̂ɴ「南京⾍くさい」 nә̂ɴ + phә̂ɴ「南京⾍」
nə̂ɴcí「すえたにおいがする」 nә̂ɴ + cí「？」※腐り始めた料理、⽣乾きのシャツなど
nə̂ɴcháiɴbàɴ「すっぱい刺激臭がす
る」 nә̂ɴ + cháiɴ「すっぱい」+ bàɴ「⻩⾊い」※酒臭さなど

nə̂ɴʔí̱「⼤便くさい；おならをする」 nә̂ɴ + ʔí̱「⼤便」
nə̂ɴkhlɔ̄ʔí̱「⽜の糞のにおいがする」 nә̂ɴ + khlɔ̄「⽜」+ ʔí̱「⼤便」
nə̂ɴmíḻɯ̄「煙くさい」 nә̂ɴ + mí̱「⽕」+ lɯ̄「声？」
nə̂ɴxí「⽣ぐさい」 nә̂ɴ + xí「？」
nə̂ɴɣâɴ「汗くさい」 nә̂ɴ + ɣâɴ「塩⾟い」
nə̂ɴkhʊ̄θwê「汗くさい」 nә̂ɴ + khʊ̄θwê「汗」
nə̂ɴθêiɴ「⻘くさい」 nә̂ɴ + θêiɴ「⽣の」
nə̂ɴθɯ́「⼩便くさい」 nә̂ɴ + θɯ́「？」
nə̂ɴθəlèθəkhà「激臭がする」 nә̂ɴ + θәlèθәkhà「？」
nə̂ɴkhá「苦いにおいがする」 nә̂ɴ + khá「苦い」
nə̂ɴthàʔí̱「さびくさい」 nә̂ɴ + thà「鉄」+ ʔí̱「⼤便」 

nə̂ɴkí「カビくさい」 nә̂ɴ + kí「？」

●「Xのにおいがする」
は、nә̂ɴ X còɴ と⾔う。

例) nә̂ɴ     bɯ́khɛ̂  còɴ
      におう corn       におい

「トウモロコシのにお
いがする」

nә̂ɴの後に名詞だけを置く
のは不可 *nә̂ɴ bɯ́khɛ̂。

これ以外に、nә̂ɴ dè Xと
⾔うのも可(dè は共格)。

例) nә̂ɴ     dè    bɯ́khɛ̂
      におう with  corn

「トウモロコシのにお
いがする」 

● nә̂ɴ の後に動詞を⾃由
に置くことはできない。
例えば「⽢いにおいがす
る」を*nә̂ɴ chә̂ɴ (におう - 
⽢い)と⾔うことはできな
い。

● したがって、表に挙げ
た諸例は、⽣産的な形態
統語的⼿続きを経て作ら
れたものではなく、固定
した単語である。
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強調語

元の動詞 強調語 備考

ʔwà「⽩い」 ʔwàθêiɴ「非常に白い、真っ白な」

θə̂ɴ「黒い」 θə̂ɴpəjə̂ɴ「非常に黒い、真っ黒な」

ɣɔ̀「赤い」 ɣɔ̀cɔ̀「非常に赤い、真っ赤な」

bàɴ「黄色い」 bàɴpháiɴ「非常に黄色い、真っ黄色な」

jî̱「緑色の」 jî̱klí̱「濃い緑色の」

ɕà「少ない」 ɕàkhó「非常に少ない」 ʔá「多い」に強調語はない

jɔ̂「易しい」 jɔ̂kákài「非常に簡単な」

ká「難しい」 kákhɨ́「非常に難しい」

bóɴ「太った」 bóɴʔɯ́「非常に太った」

xwɛ̄「痩せた」 xwɛ̄kè「非常に痩せた、やせ細った」

bàʊ「近い」 bàʊkhó「非常に近い」

jàiɴ「遠い」 jàiɴjó「非常に遠い」※jó は「深い」と同形

ʔwì「のろい」 ʔwìcʊ́「非常に遅い」 phlɛ́「速い」に強調語はない

ɣâɴ「塩辛い」 ɣâɴtɯ̀「非常に塩辛い」

chə̂ɴ「甘い」、khá「苦い」に強調語は
ない

ɣɛ́「からい」 ɣɛ́ɕò「非常にからい」

cháiɴ「すっぱい」 cháiɴpí̱「非常にすっぱい」

pî̱「小さい」 pî̱khó「非常に小さい」 dʊ́「大きい」に強調語はない

ʔéiɴ「狭い」 ʔéiɴtêiɴ, ʔéiɴkhó「非常に狭い、狭苦しい」 lɛ̄「広い」に強調語はない

1⾳節からなる動詞Xがあったとき、その後に1〜3⾳節からなる要素Yを付加した形からなる動詞XYがあり、
さらにそのXYがXの意味を強調する意味を表すとき、このXYを「強調語」と呼んでおく。Yの部分の語源はほ
とんどの場合、不明である。強調語は⽇常会話で多⽤される。

(次ページへ続く)
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強調語（続き）
元の動詞 強調語 備考

ɕā「年取った」 ɕākè「非常に年取った、老いさらばえた」

báɴ「若い」 báɴkláɴ「非常に若い」

báɴ「(果物が)若い」 báɴphlái「(果物が)熟し切っていない」

khài「暗い」 khàitɯ̄, khàiɕàʊ「非常に暗い、真っ暗な」

phàɴ「明るい」 phàɴmâɴ「非常に明るい、輝く」

phɨ́「短い、低い」 ph଎́khó「非常に短い、非常に低い」 thɔ̂「長い、高い」の強調語はない

blà「(味が)薄い」 blàchwà「(味が)非常に薄い」

dà「(味が)濃い」 dàpəwái, dàdòʊɴ「(味が)非常に濃い」

táɴ「厚い」 táɴməlɯ̀thɯ̀「非常に厚い、ぶ厚い」 bə̀ɴ「薄い」の強調語はない

khlâɴ「ゆるい」 khlâɴpɛ̀pɔ̀「非常にゆるい、ゆるゆるの」 kəthái「きつい」の強調語はない

phlî̱「なめらかな」 phlî̱láikài「つるつるの、すべすべの」 「粗い」を表す単語はない

lì「古い」 lìpjàʊ「非常に古い、古びた」

θâɴ「新しい」 θâɴchéiɴchó「非常に新しい、真新しい」

pháʊ「柔らかい」 pháʊláʊkàʊ「非常にやわらかい、ふわふわの」

nòɴ「固い」 nòɴkhlēiɴ「非常に固い」

chóɴ「固い」(餅等) chóɴθí̱「(餅が)非常に固い」

ɕáɴ「貧しい」 ɕáɴthə̂ɴ「非常に貧しい、赤貧の」 「豊かな」を表す単語はない

θàʊ「うるさい」 θàʊkəlɔ̀ʊ, θàʊkəlɨ̀「非常にうるさい」 jɯ̄jèiɴ「静かな」の強調語はない

xwî「軽い」 xwîlákài「非常に軽い」 xə̂ɴ「重い」の強調語はない

khléiɴ「寒い」 khléiɴchó「非常に寒い」

khʊ̄「暑い」 khʊ̄làʊ「非常に暑い」
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イオン化 (ionization)と単語の意味の希薄化
複合語を引き離し、引き離された要素に統語的操作を施す現象(Chao 1968: 159-160)。ポー・カ
レン語でも対句表現にイオン化が⾮常に頻繁に⾒られる。 

(ア) xɯ̂xàɴ → ʔɔ́ xɯ̂ ʔɔ́ xàɴ   
 団結した  いる 団結した いる 平らな   
  「協調している」 

 

polysynthesis(複統合性) ← 統合度 → analysis(分析性)     → dilution(希薄化)

宮岡(2002)は、分析的な⾔語において意味が希薄化した形式が統語的に単語として振舞う現象を
指摘し、これを分析性の極端なケースと位置づけることができるという。宮岡は次のような図を
⽰す(p. 142)。

イオン化において、引き離された⼀⽅の要素が単独では意味を持たないことが多数ある。

ポー・カレン語の(イ)の thì や(ウ)の bà のような例は宮岡の⾔う希薄化の例と考えることができる
(加藤 2005)。単語の中に様々な形態素が⼊り込み、そのため⼀語の中に様々な意味が⼊り込むの
が複統合性の特徴である。逆に分析性(孤⽴性)が⾼いと、⼀語が担う意味の量が少ない。(イ)の
thì や(ウ)の bà はその傾向がさらに極端になったものであると⾒なせる。

 
(イ) thìθò → dè thì dè θò
 友人  with ? with 友
  「友人と」 

 

 
(ウ) ɕɯ́bà → ʔɔ́ ɕɯ́ ʔɔ́ bà       
 平和な  いる 涼しい いる ?       
  「平和に暮らす」 

 

Chao, Yuen Ren (1968) A Grammar of Spoken Chinese. Berkeley and Los 
Angeles: Univ. of California Press.

加藤昌彦(2005)「ポー・カレン語の対句法(parallelism)」中⼭俊秀・塩原
朝⼦(編)『記述研究から明らかになる⽂法の諸問題』pp.145-159. 東
京: アジア・アフリカ⾔語⽂化研究所.

宮岡伯⼈(2002)『「語」とはなにか エスキモー語から⽇本語をみ
る』東京: 三省堂.
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調査に協⼒してくださった下記の⽅々に感謝します。

Saw Hla Chit
Saw Khin Maung Aye
Naw Snow Paw

ポー・カレン語の語彙の特徴について観察した。本発表で指
摘したことのうち注⽬すべき点を挙げておく。

• ポー・カレン語の語形成には複合・重複・接辞付加があ
る。接辞の数は少ない。

• 運搬を表す動詞の意味に場所の移動は含まれない。
• ⾃然現象の表現に⾮⼈称構⽂が使われることがある。
• ⾃他対応においてはcausative alternationが優勢である

が、中動態標識を⽤いたanticausative alternationも⾒
られる。

• においを表す動詞が多い。
• 強調語が多⽤される。
• イオン化現象において意味の希薄化した単語が多数観察

される。
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